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RSS に基づく個人向け内容型情報推薦プロトタイプシステム 
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あらまし 本研究では，RSS で記述された Web コンテンツ群からユーザの嗜好に沿ったコンテンツの取得

にかかる労力を最小限に抑えることを目的に，Web コンテンツの推薦を実現するプロトタイプシステムの設

計，実装を行う．既存の検索エンジンでは見つけにくい最新ニュース記事や Blog などの更新頻度の高い

Web サイトに対し，その概要の記述に RSS を用いることが多くなった．しかし，RSS フィードが増加する

につれこれまで同様“情報の洪水”が問題となっている．提案手法では RSS に記述されたコンテンツに対

して内容に基づくフィルタリングを適用し，ユーザの興味に沿ったコンテンツの推薦提示を実現する． 
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Abstract   Recently, we can find a large amount of contents on the WWW. However, it has been difficult to extract 
some valuable information for us. In this paper, we propose a recommendation system which is based on Content-based 
Filtering. Our method aims at helping users to find information from RSS Feed that are in accordance with their 
personal interests. A method of generating User Profiles based on user preference is a very important task for providing 
recommendation systems. Therefore, we propose two method of generating User Profiles: Dynamic User Profile and 
Static User Profile. These Profiles corresponds to some kind of user preference. 
 

 

1. はじめに 
近年，WWW 上のコンテンツの質に変化が見え始

めている．その代表的なものに Blog エントリ及び

ニュースコンテンツが挙げられる．個人ユーザは

Blog の爆発的な普及により盛んに情報発信を行う

ことが可能になった．また，ニュースサイトでは

様々な分野のニュース記事が逐次更新されている．

このような更新頻度の高いコンテンツは内容ととも

にコンテンツの新鮮さが重要となるが，一般のロボ

ット検索エンジンでは新鮮さの高いコンテンツを得

ることは困難である． 
このような更新頻度の高い Web コンテンツが増

加する中，RSS（RDF Site Summary）が注目を浴び

ている．RSS は Web サイトの概要を記述するため

のフォーマットであり，Web サイトの更新状況や

ニュースのヘッドライン，Blog エントリの概要な

どの記述に利用されている．RSS で記述された情報

（RSS フィード）は RSS リーダ（RSS アグリゲー

タ）と呼ばれるソフトウェアを用いて閲覧する．し

かしながら，既存の RSS リーダは RSS フィードに

記述された Web コンテンツのタイトル・概要等を

一覧表示するだけのものが多く，ユーザは自分の好

みに合ったコンテンツを自力で見つけなければなら

ない．そのため，閲覧する RSS フィードが多いほ

どこの労力は大きな問題となる． 
これらの問題点を考慮し，本研究は RSS 情報推

薦システムを提案する．提案手法では，RSS フィー

ドに記述される Web コンテンツにかかる手間を削

減することを目的とする．システムを用いることで，

ユーザはコンテンツ群から興味のあるコンテンツを

苦労なく取得することが可能になる． 
以下，2 節で関連技術，3 節で提案手法，4 節で

システムの核となるユーザプロファイルについて述

べ，5 節で提案手法の有効性を確認するためのプロ

トタイプシステム実装実験，6 節で今後の展望につ

いて述べる． 
 

2. 関連技術 
2.1. 情報フィルタリング 

個人の興味を反映した情報推薦を実現する代表的

な手法に情報フィルタリングがある．情報フィルタ

リングは一般に複数ユーザの興味情報を利用する

「協調フィルタリング（Collaborative Filtering）」

と１ユーザの興味情報を利用する「内容に基づくフ

ィルタリング（Content-based Filtering）」に分けら

れる． 

島貫
テキストボックス
社団法人　情報処理学会　研究報告
IPSJ SIG Technical Report

島貫
テキストボックス
2005－ FI  －  80（5）
2005－ NL － 169（5）
　2005／9／29

島貫
テキストボックス
－27－

研究会temp
長方形



 

- 2 - 

協調フィルタリングは「興味・嗜好の近い人は同

じ情報を求める」という仮定に基づいた手法である．

具体的には，ユーザ A の嗜好情報（コンテンツに

対する評価など）とユーザ A に似た嗜好傾向を持

つユーザ B を特定し，さらにユーザ B の嗜好情報

からユーザ A の嗜好に一致するコンテンツを推定

する．この手法では他ユーザの評価を判断基準とす

るため，文書に限らず，マルチメディアコンテンツ

など内容の解析が困難なデータにも適用することが

できる．しかし，精度の高い推薦を実現するために

は多数のユーザと多数の評価情報が必要であり，ニ

ュース記事のような評価の少ない新規コンテンツに

対しては有効な推薦が行えない（コールドスタート

問題）．そのため，本研究の対象である更新頻度の

高い Web コンテンツの推薦に用いるには課題が残

る．  
内容に基づくフィルタリングはコンテンツそのも

のの内容とユーザの嗜好情報（ユーザプロファイ

ル）の比較に基づく手法である．一般にコンテンツ

の内容，ユーザプロファイルともにキーワードベク

トルで表現され，このキーワードベクトル同士の類

似度からコンテンツに対するユーザの好みを推定し，

フィルタリングを行う．この手法では１ユーザの嗜

好情報とコンテンツ内容を表すキーワードベクトル

さえ存在すればニュース記事のような更新頻度の高

い Web コンテンツにも適用可能である．しかし，

ユーザの評価履歴を元にフィルタリングを行うため，

過去に高い評価をしたコンテンツに類似したものば

かりが偏って提示されてしまう．そのためユーザの

嗜好変化に対応した推薦や新たな嗜好の発見を促す

情報提示には向いていない． 
情報フィルタリングを用いた研究には，文献

[1][2] などがある．[1] はインターネットを用いた情

報取得が困難な初心者ユーザを対象にした情報推薦

システムであり，直感的に扱えるインタフェースな

ど情報取得時におけるユーザの負担軽減を目的とす

る点は本研究と一致している．しかし，推薦候補コ

ンテンツが固定であるため限られた推薦結果しか得

られず，ニュース記事など更新頻度の高い Web コ

ンテンツの推薦には課題が多い．また，[2] ではユ

ーザプロファイルの作成にユーザが日常使うブック

マークの階層構造を用いて効果的な推薦を実現して

いるが，フィルタリング手法に協調フィルタリング

を用いており，内容に基づくフィルタリングを用い

る本手法とはアプローチが異なる． 
 

2.2. RSS 関連技術 
2.2.1. RSS 

図 1 は RSS の基本構成である．RSS はサイト概

要をメタデータとして記述する XML フォーマット

である[3]． 

 
図 1 RSS の基本構造 

RSS は，channel 要素（ニュースサイトや Blog サ

イトなど配信元となる Web サイトの情報を記述）1
つと，item 要素（ニュース記事や Blog エントリな

どリソース情報を記述）複数からなる．一般に

Web コンテンツを記述した RSS フィードにおいて

は item 要素ひとつひとつが個々のコンテンツを表

し，item 内の title 要素はコンテンツのタイトル，

link 要素はコンテンツの URL，description 要素はコ

ンテンツ概要が記述されている． 
RSS で記述される文書（RSS フィード）は一般に

ニュースサイトや Blog など更新頻度の高い Web サ

イトで配信されている．RSS を配信していない

Web サイトでも，RSS を自動生成する ”myrss” [4] 
や ”なんでも RSS!” [5] 等のサービスが存在するた

め，ユーザが求める情報の RSS を自由に取得する

ことができるようになりつつある．最近では RSS
フィードと携帯音楽プレーヤを応用した Podcasting
と呼ばれる技術が注目を浴びるなど，RSS の応用の

幅も広がりつつある．このように RSS フィードの

数が増加しつづける現在，RSS フィード情報の取捨

選択は非常に重要な問題である． 
 

2.2.2. 既存手法と問題点 
RSS フィードは RSS リーダ（RSS アグリゲー

タ）を用いて閲覧する．RSS リーダには一般のメー

ラと同等の外観を持つメーラ型，電光掲示板のよう

な外観を持つティッカー型，Web ブラウザにて操

作する Web 型など様々なタイプが存在する．これ

らを用いて RSS を閲覧することでユーザは嗜好に

合った Web コンテンツのみを取得することができ

る．しかし，いずれのタイプの RSS リーダも，コ

ンテンツのタイトルや概要を一覧表示するだけのも

のが多く，必要な情報を得るためにはユーザ自身が

取捨選択しなければならない．様々な RSS フィー

ドが存在するため，興味のある RSS フィードの数

が多くなることがあり，コンテンツの取捨選択にか

かる労力は大きな問題となっている．RSS リーダに

よっては，ユーザが入力した任意のキーワードを含

むものを提示する機能をもつものもあるが，キーワ

ードを含むコンテンツの数が多ければ同様の問題が

発生する．また，RSS フィードの情報を取得するに

は RSS リーダの他に，RSS フィードを元に RSS 検

索エンジンを利用する方法も存在する． 
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RSS を使用せずに更新頻度の高い Web コンテン

ツを効率良く閲覧する方法には Google News[6] や
My Yahoo![7] に代表されるパーソナライズド Web
サービスがある．通常の Web サイトでは全てのユ

ーザに対して同じコンテンツを表示する静的なもの

だが，パーソナライズド Web ではユーザごとに専

用の Web ページを自動生成して表示する．専用

Web ページではユーザの好みに合わせて Web ペー

ジのレイアウトを変更したり，好みのジャンルのニ

ュース記事を表示させたりすることができる．RSS
フィードを表示させることが可能なものも存在し，

手軽な Web の個人化手法として注目されているが，

ユーザ個人の興味に沿った情報の提示には至ってお

らず，RSS リーダと同様，必要なコンテンツを優先

的に得るのは困難となっている． 
RSS に関する研究として，RSS フィードを自動生

成する“なんでも RSS!”[5] が挙げられる．これは

RSS を持たない通常の Web サイトの構造を解析し，

これに対応した RSS を自動的に生成するシステム

である．“なんでも RSS!”は RSS の生成を目的と

するものであり，RSS の有効利用を目的とする本研

究とは趣旨が異なるが，こういった RSS 自動生成

システムと提案手法を併用することにより，更なる

情報取得の効率化が望めるものと思われる．また，

RSS に関連する技術として最近 Blog に関する研究

が盛んに行われている[8][9]．しかしこれらは領域

が Blog に限定される．本研究では RSS フィードを

元にフィルタリングを行うことで，Blog 記事に限

定せず，ニュース記事など更新頻度の高い Web コ

ンテンツの推薦提示が実現できる． 
 

3. 提案システムの構成 
本稿で提案するシステムの構成を図 2 に示す． 
 

 
 

3.1. RSS 解析部 
RSS 解析部では，ユーザが巡回先として登録した

WWW 上の RSS フィードから概要情報を定期的に

巡回・取得を行い，item 要素に記述されるコンテン

ツごとに特徴ベクトルを作成する． 
まず巡回先の RSS フィードを解析し，item 要素

に記述される title，link，description 要素を取得する．

次に，各 item 要素内の link 要素を参照し，コンテ

ンツ URL を取得する．そしてコンテンツ URL を元

にコンテンツ本文を取得する．取得したコンテンツ

本文は茶筌[10] を用いて形態素解析し，コンテンツ

を特徴付ける名詞句を用いてキーワードベクトル

（コンテンツ特徴ベクトルC）を作成する． 
),,,( 21 twww C  

この際，単語の重み付けには正規化した tf を用

いる．ここで，キーワード iの重み )(iw は， 

)(log(
)1,(log(),(),(

Dtnum
DTtfreqDTtfDTw 

  

と表せる．ここで i はキーワード番号， ),( DTtfreq
は文書 D におけるターム T の出現頻度， )(Dtnum
は文書 D に含まれるキーワード数である．生成し

たコンテンツ特徴ベクトルは推薦候補コンテンツ

DB に格納する． 
 

3.2. 閲覧情報解析部 
閲覧情報解析部ではユーザプロファイルを作成す

る前段階として閲覧したコンテンツ情報の抽出・ベ

クトル化を行う． 
閲覧履歴情報は，閲覧したコンテンツから作成し

たコンテンツ特徴ベクトルと閲覧日時からなる．ユ

ーザはインタフェースを通して，システムの推薦に

よって提示されたコンテンツやその他 WWW 上の

コンテンツ中から興味のあるコンテンツを閲覧する．

このとき，RSS 解析部と同じようにコンテンツ特徴

ベクトル hI を作成し，日時と共に閲覧履歴 DB に格

納する． 
),,,( 21 th www I  

)(log(
)1,(log(),(),(

Dtnum
DTtfreqDTtfDTw 

  

 
3.3. ユーザプロファイル作成部 

ユーザプロファイル作成部では，閲覧履歴 DB に

格納するコンテンツ特徴ベクトルを元にユーザの興

味モデルであるユーザプロファイルの作成を行う．

ユーザプロファイルの作成に関しては 4 節にて詳説

する． 
 

3.4. コンテンツ推薦部 
コンテンツ推薦部では，ユーザプロファイルと推

薦候補コンテンツ DB に格納されているコンテンツ

特徴ベクトルの類似度を算出し，コンテンツの推薦

結果を作成する．本研究では，ユーザプロファイル

とコンテンツ特徴ベクトルの類似度の算出にベクト

図 2 システムの構成 
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ル空間モデルにおいて一般的なコサイン類似度を用

いる．ユーザプロファイルを P ，推薦候補コンテン

ツの特徴ベクトルを kC とすると，類似度 simは次

式で表せる． 

k

k
ksim

CP
CP

CP



),(  

 
 

4. ユーザプロファイル 
人間の興味は一般に時間の経過と共に変動するも

のと時間経過に影響されにくいものに分けられる．

例えば，前者では時事性の強いニュース記事，後者

では趣味などに対する興味などである．興味に基づ

いて情報推薦を行う際，この二つの興味をいかに反

映させるかが重要となる． 
内容に基づくフィルタリングを用いて推薦を行う

場合，ユーザプロファイルをどのように生成するか

が推薦結果を大きく左右する．通常，ユーザプロフ

ァイルはユーザの閲覧情報と閲覧したコンテンツに

対する評価を元に生成する．しかしながら，本研究

においては RSS フィード情報取得時の労力軽減を

目的としており，ユーザに評価の手間を強いること

は望ましくない．そこで，「ユーザが閲覧したコン

テンツは全てユーザの嗜好に沿ったコンテンツであ

る」という仮定に基づき，閲覧したか否かを興味の

有無に対応付け，それを評価値とする．さらに，人

間の二つの興味，「時間の経過と共に変動する興味

（動的興味）」と「時間経過に影響されにくい興味

（静的興味）」に着目し，それぞれを表現するユー

ザプロファイルを生成する手法を提案する．これら

２つのユーザプロファイルを併用することで更新頻

度の高い Web コンテンツに対して動的興味・静的

興味のいずれにも対応する推薦を行うことが可能と

なる． 
 

4.1. 動的ユーザプロファイル 
流行に関するコンテンツやニュース記事のような

時事性の強い話題に対する興味は，それまでどのよ

うなコンテンツを閲覧し，どのような話題に興味を

持っていたかにかかわらず突発的に発生し，時間が

経つにつれて興味が薄れていくと考えられる．本研

究ではこのような時間の経過に伴い変化する興味を

動的興味，動的興味を表すユーザプロファイルを動

的ユーザプロファイルと定義する． 
ここで，コンテンツに対する興味は 1 日で全く変

わってしまうほど早い変化をするものではなく，

dn 日前に興味があったコンテンツは現在でも興味

があるものと仮定する．更に，過去 dn 日間に閲覧

したコンテンツでも，より現時刻に近い閲覧情報の

ほうが現在の興味を表す上で有効であると仮定する． 
これらの点を踏まえ，動的興味を表現する動的ユ

ーザプロファイル dP を次のように定義する． 





m

i
diik

1

IP d  

ここで， dm は過去 dn 日間に閲覧したコンテンツ

の数， dI は閲覧したコンテンツの特徴ベクトルで

ある．また， ik は現在日時とコンテンツ iを閲覧し

た日時から算出する時系列係数である． 
既存の情報推薦の研究において，興味の減衰はガ

ンマ分布に従うという仮定がなされているが[11]，
本研究では，興味は指数関数に従うと仮定する．過

去 dn 日間に閲覧したコンテンツのうち，コンテン

ツ iの閲覧を行ったのが it 日前であるとき，時系列

計数 ik は， 
it

i ek     )0( di nt   
と表すものとする． 

 
4.2. 静的ユーザプロファイル 

動的興味に対して，ユーザの趣味に関するコンテ

ンツなど，時間経過に影響されにくい興味を静的興

味と定義する．静的興味を表すユーザプロファイル

は静的ユーザプロファイルと呼ぶ． 
静的ユーザプロファイルを作成するためには，ユ

ーザの興味のうち，時間経過に影響されにくいもの

を特定する必要がある．そこで，静的ユーザプロフ

ァイルを過去 sn 日間に閲覧したコンテンツ情報を

元に作成するとき，コンテンツを閲覧した日時に関

わらず平均的に高い頻度で出現するキーワードが静

的興味を表現するキーワードであると考えられる．

そこで静的ユーザプロファイル sP は過去 sn 日間に

閲覧したコンテンツの特徴ベクトルの総和を日数

sn で割ったものとする． 
よって，静的ユーザプロファイル sP は， 

s

m

j
sj

s n

s


 1

I

P  

で表される．ここで， sm は過去 sn 日間に閲覧した

コンテンツの数， sI は閲覧したコンテンツの特徴

ベクトルである． 
 
 

5. システムの実装 
5.1. 実装システムの概要 

システムの実装画面を図 3 に示す．システムは推

薦提示部とブラウジング部の 2 つからなる．推薦提

示部では，システムに登録した RSS フィードを巡

回して得られたコンテンツを一覧表示する機能と推

薦結果を一覧表示させる機能を持つ小型のブラウザ

である．推薦提示部に一覧表示された RSS フィー

ドの情報やシステムの推薦結果を選択してクリック

する（①）ことでブランジング部にそのコンテンツ
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が表示される．このときの閲覧情報（閲覧コンテン

ツの URL，時刻情報など）はシステムに送られ，

閲覧履歴として記録され，ユーザプロファイルを作

成するのに使用される． 
 

 
図 3 システムの実装イメージ 

 
5.2. 実装実験 

3 節，4 節で述べた提案手法の有効性を確かめる

ため，提案手法に基づいたプロトタイプシステムを

用い，実装実験を行った．実装実験の条件は以下の

通りである． 
・ 試験期間：2005/7/1～7/31 
・ 今回の実験では WWW 上のニュースコンテ

ンツに関する RSS フィードのみを取り扱う

ものとし，Blog 等の RSS は対象としない 
・ ユーザプロファイルは過去 7 日間（ 7dn , 

7sn ）に閲覧したコンテンツを元に作成し，

動的ユーザプロファイル作成時の時系列係数

は 0.1 とする 
・ コンテンツ推薦部は「コンテンツのタイト

ル」「コンテンツへのリンク」「ユーザプロ

ファイルとの類似度」の組からなる推薦結果

を生成する．このとき，推薦するコンテンツ

の数は類似度の上位 25 件とする 
・ 推薦候補ロボット型ニュース検索エンジン 

ceek.jp news [12] にて公開されている RSS フ

ィードに基づいて生成する 
また，実験の手順は以下の通りである． 
① 実験対象となるユーザは，WWW 上のニュー

ス記事を自由に閲覧する．この際の閲覧情報

はシステムが保持し，ユーザプロファイルの

作成に用いる 
② 1 日に 1 度，生成したユーザプロファイルを

用いて Web コンテンツの推薦を行う 
③ ユーザは推薦されたコンテンツを全て閲覧し，

コンテンツに対し，興味の有無を 5 段階で評

価を行う 
5.3. 実験結果 

実験の結果，推薦されたコンテンツに対して，ユ

ーザが「ⅰ.興味がある」もしくは「ⅱ.やや興味が

ある」と評価をした場合，ユーザはそのコンテンツ

に興味があったと見なせる．よって，本プロトタイ

プシステムの推薦適合率は次式で表せる． 

全推薦コンテンツ数

ⅱのコンテンツ数評価ⅰ ,
precision  

 
動的ユーザプロファイルおよび静的ユーザプロフ

ァイルに基づいた推薦を行った結果，それぞれの適

合率 precisionを平均すると以下のようになった． 
 

表 1 各ユーザプロファイルの推薦適合率 
ユーザプロファイル 平均適合率 precision  

動的ユーザプロファイル 0.54 
静的ユーザプロファイル 0.64 
 
両ユーザプロファイルともに，同じ Web サイト

のコンテンツが類似度上位に偏って推薦されること

があり，動的ユーザプロファイル，静的ユーザプロ

ファイルに関わらず，推薦適合率は 0.6 前後とあま

り高くない．本手法ではユーザプロファイルを作成

する際，Web コンテンツをページ単位で取得・解

析するが，その際にコンテンツ本来の内容に関係の

ない部分も含まれるため，その不要部分がコンテン

ツ特徴ベクトル生成時にノイズとして残ってしまう

ことが原因とみられる．更に，類似度上位 25 件と

いう推薦の閾値も関係していると思われる．インタ

フェースに一度に表示できる件数が 25 件程度であ

ったために 26 件目以下は結果から排除したが，実

際には 26 件目以降にもユーザの興味に沿ったコン

テンツが含まれていることも多く，この推薦漏れが

適合率の低下に繋がったと考えられる． 
推薦適合率を向上させるには，閲覧したコンテン

ツから本文のみを抽出し，それをコンテンツ特徴ベ

クトルの作成に使用することが考えられる．また，

推薦結果として提示する件数も，類似度に閾値を設

定したり全候補記事数に連動させるなどの工夫が必

要である． 
ここで，あるユーザ U の 2005 年 7 月における閲

覧傾向に着目する．ユーザ U の閲覧傾向を考慮し，

閲覧したコンテンツを日ごとにまとめ，「サッカ

ー」および「ロンドン テロ」に関するコンテンツ

を人手で分類，算出した．その結果，ユーザの閲覧

傾向として図 4 のグラフが得られた． 
図 4 より，ユーザ U は普段，サッカーに興味を

持っており，調査期間を通して「サッカー」に関す

るコンテンツを多く閲覧している．また，7 月 7 日

にロンドンで発生したテロの影響を受け，それ以降

「ロンドン テロ」に関するコンテンツを閲覧する

ようになるものの，7 月 8 日の 11 件をピークに

「ロンドン テロ」に関するコンテンツはほとんど

閲覧しなくなる．これらはそれぞれ，本研究におけ

る静的興味と動的興味であるといえる．したがって，

ブラウジング部 推薦提示部 

推薦 

システム 

①リンクを 

クリック 

②コンテンツ 

を表示 
③閲覧情報 

を解析 
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静的ユーザプロファイルによる推薦では「サッカ

ー」に関するコンテンツを，動的ユーザプロファイ

ルによる推薦では 7 月 7 日前後で「ロンドン テ
ロ」に関するコンテンツが結果として得られればよ

い．  
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図 4 ユーザ U の閲覧傾向 
 

そこで，図 4 に示したユーザ U に対して，動的

ユーザプロファイル dP および静的ユーザプロファ

イル sP を用いて推薦を行ない，動的興味・静的興

味を反映した推薦が行われているかを確認した．そ

の結果を表 2 に示す． 
表２ 動的・静的プロファイルと推薦結果 

 7/5 7/8 7/11 7/14 

「テロ」： dP  0 [件] 8 [件] 2 [件] 1 [件] 

「サッカー」： dP  8 [件] 4 [件] 6 [件] 5 [件] 

「テロ」： sP  0 [件] 4 [件] 4 [件] 2 [件] 

「サッカー」： sP  6 [件] 5 [件] 7 [件] 4 [件] 

 
ユーザ U の静的興味である「サッカー」に関す

るコンテンツについて，静的ユーザプロファイル

sP を用いた場合，「サッカー」に関するコンテン

ツの推薦件数は実験期間を通してほぼ均一となって

いることがわかる．しかしながら，動的ユーザプロ

ファイル dP を用いた場合においても，静的興味

「サッカー」に関する推薦結果が得ることができた． 
一方，ユーザ U の 7/8 時点の動的興味である「ロ

ンドン テロ」に関しては，動的ユーザプロファイ

ル dP を用いて推薦を行った場合，推薦件数は 7/8
に最大となり，その後時間が経つにつれて収束した．

また，静的ユーザプロファイル sP を用いた推薦で

も 7/8 では動的ユーザプロファイル dP と同様に推

薦が行われたが，その後推薦件数が収束するまでに

動的ユーザプロファイルよりも長い時間を費やした．

これは動的ユーザプロファイルによる推薦では「ロ

ンドン テロ」に関するコンテンツを一時的なもの

であると判断したのに対し，静的ユーザプロファイ

ルによる推薦では静的興味の一つであると判断した

ためであると思われる．これらのことより，動的ユ

ーザプロファイル・静的ユーザプロファイルは，動

的興味・静的興味それぞれに対して有効な推薦を行

うことができると言える． 
 
6. おわりに 

本研究では，RSS フィードに記述される更新頻度

の高い Web コンテンツに対し，2 つの興味モデルを

用いたコンテンツ推薦システムを提案し，プロトタ

イプシステムの実装実験を行った．そして提案手法

を用いることによりユーザの興味の種類に沿ったコ

ンテンツの推薦が可能であることを示した． 
今後は，推薦適合率の向上や 2 つのユーザプロフ

ァイルの併用，更に短い興味変化に対応したプロフ

ァイルなどを検討するとともに，システムの評価を

行う必要がある． 
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